
就 職 支 援 セ ン タ ー か ら

5月25日（火）に行われた講座では、若者を狙う甘い罠・
お金の使い方・消費トラブルの被害防止等について、
具体的な例を交えながらわかりやすくお話ししていた
だきました。

栄養士実力認定試験・成績優秀者表彰
栄養士実力認定試験で課程別（短期大学）全国順位19位を
獲得した短大食物栄養学専攻の佐藤夕起子さんが、3月15
日の卒業式で学内表彰を受けました。

三
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
急

激
に
増
え
、宮
城
県
、仙
台
市
独
自
の
「
緊
急
事
態

宣
言
」が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、「
蔓
延
防
止

等
重
点
措
置
」も
加
わ
り
、入
学
式
の
挙
行
は
危
ぶ

ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。去
年
は
急
遽
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、今
年
四
月
四
日
の
入
学
式
は
、時
間
短
縮
、

そ
し
て
短
期
大
学
部
が
午
前
中
、大
学
が
午
後
に
と

二
部
構
成
と
な
り
、無
事
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。大
変

喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
な
が
ら
、式
辞
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
に
は
春
夏
秋
冬
と
季
節
が
あ
り
、一
年
の

間
に
、芽
を
吹
き
、花
を
咲
か
せ
、実
を
た
わ
ま
せ
、

枯
れ
る
と
い
う
「
植
物
の
命
の
循
環
と
再
生
」に
、

こ
と
の
ほ
か
わ
た
し
た
ち
は
思
い
入
れ
が
強
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
日
本
人
の
浮
世

絵
を
鑑
賞
し
て
、後
期
印
象
派
の
画
家
フ
ァ
ン
・

ゴ
ッ
ホ
は
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
芸
術
を
研
究
し
て
み
る
と
、明
ら
か
に

賢
者
で
あ
り
、哲
学
者
で
あ
り
、知
者
で
あ
る
人

物
に
出
会
う
。か
れ
は
ど
の
よ
う
に
生
涯
を
す
ご

す
の
だ
ろ
う
か
。…
…

　か
れ
は
た
だ
一
茎
の
草

の
芽
生
え
を
研
究
し
て
い
る
の
だ
。と
こ
ろ
が
こ

の
草
の
芽
が
か
れ
に
、
あ
ら
ゆ
る
類
い
の
植
物
、

つ
ぎ
に
は
季
節
、田
園
の
広
々
し
た
景
色
、そ
し

て
動
物
を
、人
間
の
顔
を
描
か
し
め
る
の
だ
。こ

の
よ
う
に
し
て
か
れ
は
生
涯
を
暮
ら
す
が
、す
べ

て
を
な
し
と
げ
る
べ
く
人
生
は
余
り
に
短
い
。い

い
か
ね
、か
れ
ら
自
身
が
花
で
あ
る
か
の
よ
う

に
、自
然
の
中
に
生
き
る
、か
く
も
素
朴
な
日
本

人
が
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
も
の
こ
そ
、ほ
ん
と
う

の
宗
教
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。…
…
」

芽
生
え
そ
の
も
の
に
対
し
て
の
日
本
人
の
祈

り
の
感
情
さ
え
も
、
ゴ
ッ
ホ
は
感
じ
と
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。草
木
や
山
川
な
ど
を
も
含
む

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
自
然
の
姿
の
な
か
に
も
祈
り

の
本
質
が
あ
る
と
す
る
、平
安
時
代
の
「
草
木

國
土
悉
皆
成
佛
」
が
脈
々
と
今
日
ま
で
伝
え
ら

れ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
祈
り
の

感
情
は
、本
学
学
生
た
ち
に
も
、遺
伝
子
レ
ベ
ル

で
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

見
た
目
に
は
華
や
か
な
桜
も
よ
い
け
れ
ど
、

雪
の
下
で
力
強
く
芽
生
え
て
い
る
若
草
に
春

の
息
吹
を
感
じ
取
る
と
い
う
、藤
原
家
隆
の
和

歌
「
花
を
の
み

　待
つ
ら
ん
人
に

　山
里
の

　雪
間
の
草
の
春
を
見
せ
ば
や
」
を
掲
げ
ま

す
。学
生
た
ち
と
接
す
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
、「
雪
間
の
草
」
そ
の
も
の
の
よ
う

に
、力
強
く
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、自
分
を

信
頼
し
未
来
を
確
信
す
る
姿
を
、頼
も
し
く

感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

学長   佐藤一郎
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部

広報

「雪間の草」
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7月16日（金）に美術表現学科の立花布美子先生と
学生が親子で参加する講座を行いました。親子で協
力しながら粘土をのばしました。スタンプを押してお皿
の完成です。

4月4日(日)に行われた令和3年度「入学式」。短大と大学とで時間をずらし、規模縮小・時間短縮の形式で挙行いたしました。

PHOTO ALBUM
（令和3年度 前期）

このロゴマークは、本学の理念・目標を表現し、広く学内外にアピールするために、大学創立50周年を契機に作
成し、平成22年4月1日に制定されました。東北生活文化大学・同短期大学部の英語表記の頭文字「ＴＳＢ」をモ
チーフにし、人を結び繋ぐことがイメージされています。「広報ＴＳＢ」も、保護者と大学とを結ぶ懸け橋となることを
願って命名しました。

［ 表紙写真 ］フィンセント・ファン・ゴッホ「花咲く梅の木」

広報TSB 第19号
［ 発行 ］ 令和3年（2021年） 8月1日
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部
〒981-8585 仙台市泉区虹の丘1丁目18番地の2
TEL 022-272-7520　FAX 022-301-5602
ホームページ  https://www.mishima.ac.jp/tsb/
Facebook  https://www.facebook.com/mishima.tsb
Twitter  https://twitter.com/mishima_tsb

 昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言の影響で、従来型の対面式の選考活動がストップし、企業側と学
生側が一時は大混乱に陥りました。しかし、ZoomやMicrosoft Teams等のWEB会議用アプリケーションがあっという間に
普及し、ＷＥＢを活用した採用選考活動が一般化していきました。
　今年度は、さらに採用選考活動のＷＥＢ化が一層進み、面接やＳＰＩ等の試験に加え、インターンシップ、グループディスカッション
等もＷＥＢ化しています。万一、新型コロナウイルスの感染が拡大しても採用選考活動はストップせずに継続するものと
思われます。
　この様な中、一番の課題は、学内にＷＩ-ＦＩ・パソコン等の通信環境が整ったWEB面接ができる部屋を用意して学生を支援
することでした。現在は、一部屋ですが準備ができ撮影用のスポットライト等も設置して学生の表情を明るく見せられるような工夫
もしました。この部屋を希望する学生には、1回につき1時間から1時間半を上限に貸与する支援を展開しています。学生からは
とても好評で、連日多くの学生が利用し採用内定を得ています。今後も引き続き就職支援等の質の向上を図っていく所存です。

◎ＷＥＢ（オンライン）採用選考への支援

6月25日（金）・28日（月）に行われた研修会に出席
し、登録した学生はこれから仙台市立学校に学生
サポートスタッフとして派遣されます。

7月18日（日）に開催された「サイエンスデイ2021」の体験ブース
型（オンライン）に美術学部こけし研究部が出展、m3ラボ賞と
きれいで賞を受賞しました。

入学式

短期大学部
「新入生を対象とした消費者教育出張講座」

服飾文化専攻ではブログで5月末から服飾講座（全
8回）

を配信しています。様々な観点から服飾について学ぶ
ことが

できます。（大学HPから見ることができます。）
https://www.mishima.ac.jp/tsb/category/fash

ion/

服飾講座（ブログ）

6月19日（土）に開催したオープンキャンパス。オレ
ンジ色

のTシャツを着た学生スタッフが講座を盛り上
げてく

れました！

オープンキャンパス

学生サポートスタッフ研修会

6月29日（火）のテーマは「鉄分
を食事に取り入れよう」で、ぶ

りの照り焼き、切り干し大根、
あさりと青菜のポン酢和え、ア

セロラゼリーのお弁当でした。

食物栄養学専攻「給食管理実
習Ⅱ」

のびのびくらぶ公開講座・ねんどであそぼう
伝統・創作こけし×デジタルメディア
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短
大
生
活
文
化
学
科
短信

大
学
家
政
学
科
短信

大
学
美
術
表
現
学
科

     （
生
活
美
術
学
科
）
短信

　
令
和
三
年
度
春
・
夏
の
家
政
学
科
の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
ま
ず
教
員
の
異
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
昨
年
度
末
で
千
葉
あ

ゆ
美
助
手
が
退
職
さ
れ
た
一
方
で
、
五
月
に
大
岩
沙
希
助
手
が

復
帰
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
家
政
学
科
の
新
入
生
は
、
服
飾
文
化
専
攻
十
七
名
、

健
康
栄
養
学
専
攻
四
十
六
名
、
お
よ
び
編
入
学
生
（
健
康
栄
養

学
専
攻
三
年
）
三
名
、
と
昨
年
同
様
に
学
科
定
員
を
上
回
り
ま

し
た
。
男
子
の
新
入
学
生
が
増
加
傾
向
で（
服
飾
文
化
専
攻
六
名
、

健
康
栄
養
学
専
攻
九
名
）、
服
飾
文
化
専
攻
で
大
幅
に
増
え
た
の

が
特
徴
的
で
す
。
今
年
度
は
昨
年
度
と
違
っ
て
、
連
日
午
前
中

だ
け
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
一
定
の

時
間
が
確
保
で
き
、
十
分
な
履
修
指
導
が
行
え
ま
し
た
。

　
昨
年
度
か
ら
引
き
続
く
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
禍
の
影
響
は
あ
り
ま
す
が
、
教
室
の
「
密
」
な
状
態
を
極

力
回
避
す
る
た
め
ク
ラ
ス
を
分
割
し
て
授
業
の
開
講
数
を
増
や

す
と
か
、
濃
厚
接
触
者
や
感
染
疑
い
者
が
出
た
際
に
は
ク
ラ
ス

単
位
で
休
講
に
す
る
、
等
の
感
染
予
防
措
置
を
取
り
つ
つ
、
四

月
か
ら
七
月
現
在
に
至
る
ま
で
、
感
染
拡
大
も
な
く
全
面
的
な

対
面
授
業
が
維
持
で
き
て
い
ま
す
。

　
教
育
実
習
や
管
理
栄
養
士
養
成
課
程
の
臨
地
実
習
は
、
昨
年

度
に
比
べ
る
と
実
施
で
き
た
も
の
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
一

部
で
実
習
時
期
の
変
更
や
、
特
例
的
な
リ
モ
ー
ト
実
習
の
実
施

と
い
っ
た
対
応
も
あ
り
ま
す
。
服
飾
文
化
専
攻
で
は
実
施
で
き

な
く
な
っ
た
例
年
の
宿
泊
で
の
研
修
旅
行
の
代
替
措
置
の
一
つ

と
し
て
、
卒
業
生
が
勤
務
す
る
市
内
の
振
袖
レ
ン
タ
ル
店
に
見

学
に
行
き
、
充
実
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
入
生
た
ち
は
徐
々
に
大
学
生
活
に
慣
れ
、
親
し
い
仲
間
も

で
き
、
楽
し
気
な
表
情
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

新
歓
行
事
や
体
育
祭
な
ど
の
学
内
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動

は
す
べ
て
取
り
止
め
と
な
っ
て
い
て
、
残
念
な
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
の
活
動
制
限
の
緩
和
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
学
生
の
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合
格
率

も
こ
こ
二
年
間
低
迷
し
て
い
ま
し
た
が
、
問
題
点
の
改
善
に
教

員
一
丸
と
な
っ
て
注
力
し
、
よ
う
や
く
回
復
の
兆
し
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
ま
す
ま
す
の
向
上
を
目
指
し
て
支
援
活

動
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
四
年
生
た
ち
は
今
年
も
制
約
の
多
い
状
況
下
で
学
外
実
習
や

就
職
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
乗
り
越

え
て
一
層
の
成
長
を
遂
げ
て
く
れ
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
全
力

で
支
援
す
る
所
存
で
す
。

　
美
術
学
部
卒
業
後
の
就
職
と
聞
い
て
「
画
家
」「
彫
刻
家
」「
工

芸
家
」「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」「
就
職
先
が
な
い
」「
生
活
が
厳
し
い
」

と
い
っ
た
こ
と
を
思
い
描
く
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
中
に
は
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
美
術
教
員
と
い
う
職
業
が
あ
る

で
は
な
い
か
」
と
。
い
ず
れ
に
せ
よ
就
職
が
困
難
だ
と
多
く
の

方
が
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
実
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
無
い
の
で
す
。
美
術
を
学
ん
で
、
そ

れ
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
一
般
企
業
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ

る
業
種
で
、
美
術
の
「
ス
キ
ル
」
と
「
感
性
」
で
仕
事
を
し
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す

る
以
外
に
も
、
美
術
で
自
己
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
仕
事
が
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
一
般
企
業
で
は
、
色
や
形
で
五
感
に
訴
え
消
費
者

の
心
を
つ
か
む
商
品
開
発
や
企
画
が
で
き
る
人
、
人
の
目
に
と

ま
る
よ
う
な
広
報
に
力
を
発
揮
で
き
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
美
術
学
部
は
、
そ
う
い
っ
た
美
術
の
特
色
を
活
か
せ

る
活
躍
の
場
を
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
求
め
る
人
に
向
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
美
術
の
各
ジ
ャ
ン

ル
を
履
修
で
き
る
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。「
美
術
」「
工
芸
」「
デ

ザ
イ
ン
」「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
」
と
い
っ
た
分
野
の
各
授
業
科
目
を

選
択
科
目
と
し
て
学
べ
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
小

さ
い
学
部
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
、
美
術
の
専
門
分
野
と

専
門
分
野
の
距
離
も
非
常
に
近
い
の
で
す
。
ま
た
教
員
間
の
横

の
繋
が
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
美
術
の
分
野
を
体
験
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
将
来
に

お
い
て
『
強
み
』
に
な
り
ま
す
。
応
用
が
効
き
、
新
た
な
仕
事

に
も
結
び
つ
き
ま
す
。
他
に
も
、
一
般
の
大
学
生
よ
り
多
く
の

課
題
を
こ
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
集
中
力
が
あ
る
と
い
っ

た
こ
と
を
あ
げ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
基
に
自
分

を
活
か
し
表
現
で
き
る
就
職
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
の
準
備
と
し
て
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
の
作
成
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
自
分
の
経
歴
や
能
力
を
伝
え
る
作
品
集
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
大
学
内
外
で
の
活
動
や
携
わ
っ

て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ス
キ
ル
、
経
験
を
基
に
自
分
を
売
り

込
み
ま
す
。

　
最
終
学
年
で
は
、
教
員
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
者
に
は
教

育
実
習
が
、
あ
る
い
は
学
芸
員
資
格
を
希
望
す
る
者
に
は
博
物

館
実
習
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
大
学
四
年
間
の
学
び
の
集
大
成
と

し
て
全
員
卒
業
研
究
と
、
そ
の
作
品
展
も
控
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
経
験
を
武
器
と
し
て
社
会
で
大
い
に
活
躍
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　

　
生
活
文
化
学
科
は
、
令
和
三
年
三
月
十
五
日
に
食
物
栄
養
学

専
攻
二
十
五
名
、
子
ど
も
生
活
専
攻
四
十
五
名
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
ま
し
た
。
食
物
栄
養
学
専
攻
で
は
平
成
二
十
六
年
度
か

ら
七
年
連
続
、
子
ど
も
生
活
専
攻
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
十
三

年
間
連
続
し
て
就
職
率
一
〇
〇
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
三
年
四
月
、
食
物
栄
養
学
専
攻
に
三
十
六
名
、
子
ど
も

生
活
専
攻
に
三
十
五
名
が
入
学
し
、
新
た
な
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
各
種
行
事
は
縮
小
・
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
授
業
・
実
験
・

実
習
も
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
前
期
の
主
な
行
事
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
の
実
習
は
、
六
月
か
ら
十
一
月
ま

で
校
外
実
習
、
八
月
二
十
三
日
に
フ
ー
ド
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト

演
習
（
株
式
会
社
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

栄
養
士
と
し
て
の
実
力
ア
ッ
プ
、
就
職
試
験
・
編
入
試
験
対
策

に
有
効
な
栄
養
士
実
力
認
定
試
験
（
十
二
月
）
の
受
験
に
向
け
て
、

受
験
対
策
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
生
活
専
攻
二
年
生
の
実
習
は
、
五
月
二
十
四
日
か
ら

六
月
四
日
ま
で
、
六
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
保
育
所

実
習
Ⅰ
、Ⅱ
を
行
い
、
七
月
十
九
日
か
ら
七
月
三
十
日
ま
で
施
設

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
の
学
び
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
二
つ
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
一
つ
目
は
食
物
栄
養
学
専
攻
で
の
地
域
連
携
活
動
で
す
。
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
「
フ
レ
ス
コ
株
式
会
社
（
フ
レ
ス
コ
キ
ク

チ
）」
さ
ん
と
連
携
協
定
を
結
び
、
学
生
が
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
と

提
案
、
情
報
提
供
、
情
報
発
信
等
を
行
い
、
フ
レ
ス
コ
キ
ク
チ

さ
ん
が
、
学
生
が
考
案
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
評
価
、
助
言
、
情
報

提
供
、
商
品
化
等
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
二
年
生
の
「
栄

養
指
導
論
実
習
」
の
授
業
の
中
で
全
員
で
取
り
組
み
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
地
域
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
生

が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
食
に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
食
物
栄
養
学
専
攻
の
ブ
ロ

グ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
二
つ
目
は
、
子
ど
も
生
活
専
攻
で
来
年
度
か
ら
日
本
教
育
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
が
認
定
す
る
資
格
「
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
」
を
取

得
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
は
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
関
連
す
る
心
理
学
の
理
論
方
法
に
つ
い
て

学
習
し
、
教
育
・
福
祉
・
保
育
な
ど
の
実
際
場
面
で
人
と
か
か

わ
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
力
を
身
に
つ
け
た
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
保
育
の
現
場
で
、
子
ど
も
た
ち
や

同
僚
と
円
滑
な
人
間
関
係
を
作
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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短
大
生
活
文
化
学
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大
学
家
政
学
科
短信

大
学
美
術
表
現
学
科

     （
生
活
美
術
学
科
）
短信

　
令
和
三
年
度
春
・
夏
の
家
政
学
科
の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
ま
ず
教
員
の
異
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
昨
年
度
末
で
千
葉
あ

ゆ
美
助
手
が
退
職
さ
れ
た
一
方
で
、
五
月
に
大
岩
沙
希
助
手
が

復
帰
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
家
政
学
科
の
新
入
生
は
、
服
飾
文
化
専
攻
十
七
名
、

健
康
栄
養
学
専
攻
四
十
六
名
、
お
よ
び
編
入
学
生
（
健
康
栄
養

学
専
攻
三
年
）
三
名
、
と
昨
年
同
様
に
学
科
定
員
を
上
回
り
ま

し
た
。
男
子
の
新
入
学
生
が
増
加
傾
向
で（
服
飾
文
化
専
攻
六
名
、

健
康
栄
養
学
専
攻
九
名
）、
服
飾
文
化
専
攻
で
大
幅
に
増
え
た
の

が
特
徴
的
で
す
。
今
年
度
は
昨
年
度
と
違
っ
て
、
連
日
午
前
中

だ
け
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
一
定
の

時
間
が
確
保
で
き
、
十
分
な
履
修
指
導
が
行
え
ま
し
た
。

　
昨
年
度
か
ら
引
き
続
く
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
禍
の
影
響
は
あ
り
ま
す
が
、
教
室
の
「
密
」
な
状
態
を
極

力
回
避
す
る
た
め
ク
ラ
ス
を
分
割
し
て
授
業
の
開
講
数
を
増
や

す
と
か
、
濃
厚
接
触
者
や
感
染
疑
い
者
が
出
た
際
に
は
ク
ラ
ス

単
位
で
休
講
に
す
る
、
等
の
感
染
予
防
措
置
を
取
り
つ
つ
、
四

月
か
ら
七
月
現
在
に
至
る
ま
で
、
感
染
拡
大
も
な
く
全
面
的
な

対
面
授
業
が
維
持
で
き
て
い
ま
す
。

　
教
育
実
習
や
管
理
栄
養
士
養
成
課
程
の
臨
地
実
習
は
、
昨
年

度
に
比
べ
る
と
実
施
で
き
た
も
の
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
一

部
で
実
習
時
期
の
変
更
や
、
特
例
的
な
リ
モ
ー
ト
実
習
の
実
施

と
い
っ
た
対
応
も
あ
り
ま
す
。
服
飾
文
化
専
攻
で
は
実
施
で
き

な
く
な
っ
た
例
年
の
宿
泊
で
の
研
修
旅
行
の
代
替
措
置
の
一
つ

と
し
て
、
卒
業
生
が
勤
務
す
る
市
内
の
振
袖
レ
ン
タ
ル
店
に
見

学
に
行
き
、
充
実
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
入
生
た
ち
は
徐
々
に
大
学
生
活
に
慣
れ
、
親
し
い
仲
間
も

で
き
、
楽
し
気
な
表
情
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

新
歓
行
事
や
体
育
祭
な
ど
の
学
内
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動

は
す
べ
て
取
り
止
め
と
な
っ
て
い
て
、
残
念
な
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
の
活
動
制
限
の
緩
和
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
学
生
の
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合
格
率

も
こ
こ
二
年
間
低
迷
し
て
い
ま
し
た
が
、
問
題
点
の
改
善
に
教

員
一
丸
と
な
っ
て
注
力
し
、
よ
う
や
く
回
復
の
兆
し
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
ま
す
ま
す
の
向
上
を
目
指
し
て
支
援
活

動
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
四
年
生
た
ち
は
今
年
も
制
約
の
多
い
状
況
下
で
学
外
実
習
や

就
職
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
乗
り
越

え
て
一
層
の
成
長
を
遂
げ
て
く
れ
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
全
力

で
支
援
す
る
所
存
で
す
。

　
美
術
学
部
卒
業
後
の
就
職
と
聞
い
て
「
画
家
」「
彫
刻
家
」「
工

芸
家
」「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」「
就
職
先
が
な
い
」「
生
活
が
厳
し
い
」

と
い
っ
た
こ
と
を
思
い
描
く
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
中
に
は
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
美
術
教
員
と
い
う
職
業
が
あ
る

で
は
な
い
か
」
と
。
い
ず
れ
に
せ
よ
就
職
が
困
難
だ
と
多
く
の

方
が
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
実
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
無
い
の
で
す
。
美
術
を
学
ん
で
、
そ

れ
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
一
般
企
業
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ

る
業
種
で
、
美
術
の
「
ス
キ
ル
」
と
「
感
性
」
で
仕
事
を
し
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す

る
以
外
に
も
、
美
術
で
自
己
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
仕
事
が
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
一
般
企
業
で
は
、
色
や
形
で
五
感
に
訴
え
消
費
者

の
心
を
つ
か
む
商
品
開
発
や
企
画
が
で
き
る
人
、
人
の
目
に
と

ま
る
よ
う
な
広
報
に
力
を
発
揮
で
き
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
美
術
学
部
は
、
そ
う
い
っ
た
美
術
の
特
色
を
活
か
せ

る
活
躍
の
場
を
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
求
め
る
人
に
向
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
美
術
の
各
ジ
ャ
ン

ル
を
履
修
で
き
る
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。「
美
術
」「
工
芸
」「
デ

ザ
イ
ン
」「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
」
と
い
っ
た
分
野
の
各
授
業
科
目
を

選
択
科
目
と
し
て
学
べ
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
小

さ
い
学
部
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
、
美
術
の
専
門
分
野
と

専
門
分
野
の
距
離
も
非
常
に
近
い
の
で
す
。
ま
た
教
員
間
の
横

の
繋
が
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
美
術
の
分
野
を
体
験
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
将
来
に

お
い
て
『
強
み
』
に
な
り
ま
す
。
応
用
が
効
き
、
新
た
な
仕
事

に
も
結
び
つ
き
ま
す
。
他
に
も
、
一
般
の
大
学
生
よ
り
多
く
の

課
題
を
こ
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
集
中
力
が
あ
る
と
い
っ

た
こ
と
を
あ
げ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
基
に
自
分

を
活
か
し
表
現
で
き
る
就
職
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
の
準
備
と
し
て
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
の
作
成
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
自
分
の
経
歴
や
能
力
を
伝
え
る
作
品
集
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
大
学
内
外
で
の
活
動
や
携
わ
っ

て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ス
キ
ル
、
経
験
を
基
に
自
分
を
売
り

込
み
ま
す
。

　
最
終
学
年
で
は
、
教
員
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
者
に
は
教

育
実
習
が
、
あ
る
い
は
学
芸
員
資
格
を
希
望
す
る
者
に
は
博
物

館
実
習
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
大
学
四
年
間
の
学
び
の
集
大
成
と

し
て
全
員
卒
業
研
究
と
、
そ
の
作
品
展
も
控
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
経
験
を
武
器
と
し
て
社
会
で
大
い
に
活
躍
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　

　
生
活
文
化
学
科
は
、
令
和
三
年
三
月
十
五
日
に
食
物
栄
養
学

専
攻
二
十
五
名
、
子
ど
も
生
活
専
攻
四
十
五
名
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
ま
し
た
。
食
物
栄
養
学
専
攻
で
は
平
成
二
十
六
年
度
か

ら
七
年
連
続
、
子
ど
も
生
活
専
攻
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
十
三

年
間
連
続
し
て
就
職
率
一
〇
〇
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
三
年
四
月
、
食
物
栄
養
学
専
攻
に
三
十
六
名
、
子
ど
も

生
活
専
攻
に
三
十
五
名
が
入
学
し
、
新
た
な
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
各
種
行
事
は
縮
小
・
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
授
業
・
実
験
・

実
習
も
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
前
期
の
主
な
行
事
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
の
実
習
は
、
六
月
か
ら
十
一
月
ま

で
校
外
実
習
、
八
月
二
十
三
日
に
フ
ー
ド
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト

演
習
（
株
式
会
社
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

栄
養
士
と
し
て
の
実
力
ア
ッ
プ
、
就
職
試
験
・
編
入
試
験
対
策

に
有
効
な
栄
養
士
実
力
認
定
試
験
（
十
二
月
）
の
受
験
に
向
け
て
、

受
験
対
策
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
生
活
専
攻
二
年
生
の
実
習
は
、
五
月
二
十
四
日
か
ら

六
月
四
日
ま
で
、
六
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
保
育
所

実
習
Ⅰ
、Ⅱ
を
行
い
、
七
月
十
九
日
か
ら
七
月
三
十
日
ま
で
施
設

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
の
学
び
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
二
つ
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
一
つ
目
は
食
物
栄
養
学
専
攻
で
の
地
域
連
携
活
動
で
す
。
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
「
フ
レ
ス
コ
株
式
会
社
（
フ
レ
ス
コ
キ
ク

チ
）」
さ
ん
と
連
携
協
定
を
結
び
、
学
生
が
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
と

提
案
、
情
報
提
供
、
情
報
発
信
等
を
行
い
、
フ
レ
ス
コ
キ
ク
チ

さ
ん
が
、
学
生
が
考
案
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
評
価
、
助
言
、
情
報

提
供
、
商
品
化
等
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
二
年
生
の
「
栄

養
指
導
論
実
習
」
の
授
業
の
中
で
全
員
で
取
り
組
み
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
地
域
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
生

が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
食
に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
食
物
栄
養
学
専
攻
の
ブ
ロ

グ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
二
つ
目
は
、
子
ど
も
生
活
専
攻
で
来
年
度
か
ら
日
本
教
育
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
が
認
定
す
る
資
格
「
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
」
を
取

得
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
は
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
関
連
す
る
心
理
学
の
理
論
方
法
に
つ
い
て

学
習
し
、
教
育
・
福
祉
・
保
育
な
ど
の
実
際
場
面
で
人
と
か
か

わ
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
力
を
身
に
つ
け
た
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
保
育
の
現
場
で
、
子
ど
も
た
ち
や

同
僚
と
円
滑
な
人
間
関
係
を
作
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
新
し
い
授
業
形
態
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
グ
ル
ー
プ
学
習
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
率
先
し
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
を
心
が
け
、
誰
か
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た

ら
、
必
ず
返
信
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す

　
今
後
も
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
、
有
意
義
な
学
生

生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
学
生
一
人
ひ
と
り
を
支
え
て
い
く
所

存
で
す
。
　

　
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
、
皆
様

の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
服
飾
二
年
生
の
授
業
担
当
の
先
生
方
に
学
生
の
様
子
を
伺
う

と
「
二
年
生
、
大
変
真
面
目
で
す
よ
」
と
異
口
同
音
で
の
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
理
解
し
安

心
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
疲
れ
が
出
な
い
か
少
し
心

配
な
時
も
あ
り
ま
す
。
学
生
た
ち
が
適
度
に
力
加
減
し
て
い
け

る
よ
う
見
守
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
八
月
に
学
外
で
の
研

修
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を

万
全
に
臨
み
ま
す
。
学
外
に
出
る
こ
と
で
、
少
し
息
抜
き
に
な

る
と
幸
い
で
す
。

　
こ
の
春
に
実
施
し
た
担
任
と
の
個
別
面
談
で
は
、
目
の
前
に

差
し
迫
っ
た
次
の
進
路
に
向
け
て
の
具
体
的
な
話
し
合
い
が
持

た
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
異
常
事
態
で
世
の
中
全
体
が

浮
足
立
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
具
体
的
な
目
標
設

定
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
各
自
の
現
状
で
す
が
、
引
き

続
き
個
人
面
談
の
主
要
話
題
と
し
て
十
分
な
話
し
合
い
を
持
つ

予
定
で
す
。
ま
た
、
大
学
生
活
の
勉
学
の
集
大
成
と
も
い
え
る

専
門
研
究
が
始
ま
り
、
各
自
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
前
期
の
授
業
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す

が
、
卒
業
後
の
進
路
に
関
す
る
連
絡
が
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
国
立
大
学
大
学
院
入
試
合
格
、
ア
パ
レ
ル
企
業
内
定
。
内

定
は
も
ら
え
な
か
っ
た
も
の
の
複
数
の
企
業
に
申
し
込
み
、
精

一
杯
が
ん
ば
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
か
え
っ
て
こ
ち

ら
の
話
の
方
が
私
は
感
心
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
家
庭
の
教

員
免
許
取
得
の
た
め
の
教
育
実
習
も
貴
重
な
体
験
と
し
て
学
生

は
大
変
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
皆
が
「
巣
立
ち
」
の
た
め
の
準
備

を
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
入
学
式
が
行
わ
れ
、
本
専
攻
で
は
四
十
六
人
の
新
入

生
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
約
半
数
が
県
外
進
学
者
と

い
う
こ
と
で
、
当
初
は
慣
れ
な
い
一
人
暮
ら
し
や
コ
ロ
ナ
禍
で

の
新
た
な
学
生
生
活
に
緊
張
や
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま

す
が
、
幸
い
に
も
対
面
授
業
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
で
ク
ラ
ス
の

ま
と
ま
り
も
生
ま
れ
、
今
で
は
皆
仲
良
く
勉
学
に
励
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
元
気
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
最
初
の
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る

前
期
試
験
（
七
月
下
旬
〜
）
を
全
員
が
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
　

　
新
学
期
を
対
面
授
業
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
の
で
き
た
二
年

次
も
、
早
い
も
の
で
前
期
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
年
次
で
は
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
の
資
格
取
得
に
向
け
た

専
門
科
目
が
増
え
、
学
修
内
容
が
高
度
化
し
て
い
ま
す
が
、
学

生
同
士
が
相
談
し
あ
い
切
磋
琢
磨
し
学
修
し
て
い
る
姿
に
微
笑

ま
し
く
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
様
々
な
制
約
の
あ
る
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
充
実
し
た
大
学
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
新
年
度
は
三
名
の
編
入
学
生
を
迎
え
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
講
義
や
実
験
・
実
習
の
他
に
、
就
職
活
動
や
管
理
栄
養
士

国
家
試
験
に
向
け
た
各
対
策
セ
ミ
ナ
ー
も
新
た
な
科
目
と
し
て

加
わ
り
ま
し
た
。
実
際
の
国
家
試
験
で
は
体
力
と
集
中
力
が
必

要
で
す
。
忙
し
い
日
々
の
な
か
で
も
積
極
的
な
学
修
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
六
月
よ
り
学
外
実
習
も

始
ま
り
、
当
該
学
生
は
そ
の
準
備
や
課
題
な
ど
に
励
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
験
が
大
き
な
成
長
に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
と

心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
の
四
年
生
は
、
就
職
活
動
の
た
め
の
証
明

書
の
発
行
が
増
え
ま
し
た
。
学
生
の
希
望
と
就
職
先
が
合
致
す

る
よ
う
大
学
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
給
食
管
理
」、

「
臨
床
栄
養
」、「
公
衆
栄
養
」
の
校
外
実
習
が
、
六
月
か
ら
十
月

ま
で
の
間
、
一
週
間
ず
つ
行
わ
れ
る
た
め
、
実
習
担
当
の
教
員

を
訪
れ
る
学
生
を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
就
活
と
実
習
で
大
変
忙
し
い
前
期
で
す
が
、
健
康
管
理
に
十

分
配
慮
し
て
学
生
最
後
の
夏
休
み
を
迎
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
今
年
度
は
入
学
式
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
安
心
し
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す

る
不
安
は
拭
い
切
れ
ず
大
学
生
活
を
送
り
始
め
た
学
生
が
ほ
と

ん
ど
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
自
粛
状

態
で
本
来
の
大
学
生
活
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
授
業
を
通
し
て

学
生
の
学
び
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
、
ま

た
こ
の
よ
う
な
状
況
で
の
対
応
力
の
早
さ
に
感
心
し
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
四
年
間
で
様
々
な
人
と
の
繋
が
り
を
築
き
、
美
術
を
通

し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
を
お
借
り
し
て
、
二
人
の
「
相
棒
」
に
つ
い
て
も

う
一
人
の
担
任
か
ら
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
十
二
年
間
、
本
学
に
尽
く
さ
れ
た
大
堀
恵
子
先
生
が
今
年

三
月
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
そ
の
最
後
の
年

に
担
任
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
渦
中
の
道
標
役
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
姿
か
ら
多
く
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
大
先
輩
か
ら
バ
ト
ン
を
託
さ
れ
た
の
が
、
東
京
藝
大
に

て
博
士
号
を
取
得
さ
れ
て
間
も
な
い
伊
勢
周
平
先
生
で
す
。
私

に
と
っ
て
、
彼
は
美
術
界
の
S
h
o
h
e
i 

O
h
t
a
n
i
で

す
。
全
て
に
規
格
外
に
素
晴
ら
し
い
次
世
代
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
が

本
学
で
育
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
異
動
に
よ
る
寂
し
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
が
交
錯
す
る
二
年
生
の
前

半
が
佳
境
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
生
活
も
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ
、
四
月
か
ら
コ
ー
ス
毎

に
分
か
れ
て
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
卒
業
制
作
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
専
門
知
識
の
習
得
と
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
日
々

制
作
に
取
り
組
む
姿
が
み
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
大
学
院
等
へ

の
進
学
や
就
職
活
動
に
も
意
識
を
向
け
て
い
く
時
期
と
な
り
ま

す
。
夏
季
休
業
中
に
開
催
さ
れ
る
就
活
対
策
講
座
な
ど
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
将
来
の
可
能
性
を
自
分
自
身
の
目
で
見
つ
け

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
四
年
次
が
始
ま
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
昨
年
度
末
か
ら

慌
た
だ
し
く
就
職
活
動
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
作
成
、
就
職
試
験
の
準
備
や
エ
ン
ト
リ
ー
な
ど
、

四
月
か
ら
は
大
学
四
年
間
の
学
修
の
集
大
成
と
な
る
卒
業
制
作

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
職
免
許
取
得
へ
向
け
た
実

習
を
頑
張
っ
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
十
分

に
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
社
会
に
向
け
た
自
立
の
た
め
の
経
験

を
積
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
す
る
道
へ
進
め
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

　
充
実
し
た
学
生
生
活
と
栄
養
士
の
免
許
取
得
を
目
指
し
て
、

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
三
十
六
名
が
入
学
し
ま
し
た
。
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
講
義
、
実
習
な
ど
に
、
初
め
の
う
ち
は
戸
惑
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
が
、
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に
徐
々

に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど

の
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
汗
を
流
し
、
前
期
試
験
に
向
け
て
の

勉
強
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
皆
と
協
力
し
、
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
有
意
義
な
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
で
は
就
職
活
動
や
校
外
実
習
が
始
ま
り
、
忙
し
い
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
進
学
で
あ
っ

た
た
め
、
入
学
式
を
は
じ
め
学
内
行
事
の
多
く
が
中
止
に
な
る

な
ど
、
本
来
の
学
生
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ず
に
今
に
至
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
皆
で
協
力
し
、
実
習

や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
立
派
に
や
り
遂
げ
、
こ
の
一
年
で

大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
彼
ら
に
、
残
り
少
な
い
学
生

生
活
を
謳
歌
で
き
る
日
が
一
日
も
早
く
戻
っ
て
く
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
こ
の
四
月
、
子
ど
も
生
活
専
攻
第
十
七
期
生
は
、
三
十
四
名

で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
入
学
当
初
は
、
不
安
や
戸
惑
い

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
は
元
気
一
杯
勉
学
等
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
十
月
の
大
学
祭

に
向
け
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
ク
ラ
ス
全
員
で
準

備
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
皆
で
協
力
し
話
し
合
い
、
よ
り
よ

い
も
の
を
創
り
出
そ
う
と
す
る
姿
は
、
未
来
の
保
育
者
と
し
て

の
期
待
が
ふ
く
ら
む
ば
か
り
で
す
。

　
短
大
の
二
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
中
で
、
同
じ
志
を
も
つ
仲
間
同
士
が
、
深
く
学
び
あ
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
本
実
習
に
向
け
て
の
準
備
の
た
め
に
、
四
月
か
ら

慌
た
だ
し
く
学
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
五
月
二
十

四
日
か
ら
、
初
め
て
の
実
習
で
あ
る
保
育
所
実
習
Ⅰ
が
、
六
月

二
十
一
日
か
ら
は
保
育
所
実
習
Ⅱ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
夜
遅
く

ま
で
指
導
案
や
実
習
日
誌
と
格
闘
し
て
体
調
不
良
に
な
っ
た
学

生
も
出
ま
し
た
が
、
無
事
に
実
習
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
七
月
十
九
日
か
ら
は
、
児
童
養
護
施
設
や
障
害
者

支
援
施
設
な
ど
で
行
わ
れ
る
施
設
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

の
二
年
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
施
設
見
学
実
習
に
行
っ
て
い
な
い

の
で
、
全
く
勝
手
の
分
か
ら
な
い
所
で
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
充
実
し
た
実
習
に
な

る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
願
う
次
第
で
す
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
新
し
い
授
業
形
態
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
グ
ル
ー
プ
学
習
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
率
先
し
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
を
心
が
け
、
誰
か
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た

ら
、
必
ず
返
信
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す

　
今
後
も
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
、
有
意
義
な
学
生

生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
学
生
一
人
ひ
と
り
を
支
え
て
い
く
所

存
で
す
。
　

　
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
、
皆
様

の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
服
飾
二
年
生
の
授
業
担
当
の
先
生
方
に
学
生
の
様
子
を
伺
う

と
「
二
年
生
、
大
変
真
面
目
で
す
よ
」
と
異
口
同
音
で
の
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
理
解
し
安

心
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
疲
れ
が
出
な
い
か
少
し
心

配
な
時
も
あ
り
ま
す
。
学
生
た
ち
が
適
度
に
力
加
減
し
て
い
け

る
よ
う
見
守
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
八
月
に
学
外
で
の
研

修
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を

万
全
に
臨
み
ま
す
。
学
外
に
出
る
こ
と
で
、
少
し
息
抜
き
に
な

る
と
幸
い
で
す
。

　
こ
の
春
に
実
施
し
た
担
任
と
の
個
別
面
談
で
は
、
目
の
前
に

差
し
迫
っ
た
次
の
進
路
に
向
け
て
の
具
体
的
な
話
し
合
い
が
持

た
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
異
常
事
態
で
世
の
中
全
体
が

浮
足
立
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
具
体
的
な
目
標
設

定
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
各
自
の
現
状
で
す
が
、
引
き

続
き
個
人
面
談
の
主
要
話
題
と
し
て
十
分
な
話
し
合
い
を
持
つ

予
定
で
す
。
ま
た
、
大
学
生
活
の
勉
学
の
集
大
成
と
も
い
え
る

専
門
研
究
が
始
ま
り
、
各
自
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
前
期
の
授
業
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す

が
、
卒
業
後
の
進
路
に
関
す
る
連
絡
が
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
国
立
大
学
大
学
院
入
試
合
格
、
ア
パ
レ
ル
企
業
内
定
。
内

定
は
も
ら
え
な
か
っ
た
も
の
の
複
数
の
企
業
に
申
し
込
み
、
精

一
杯
が
ん
ば
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
か
え
っ
て
こ
ち

ら
の
話
の
方
が
私
は
感
心
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
家
庭
の
教

員
免
許
取
得
の
た
め
の
教
育
実
習
も
貴
重
な
体
験
と
し
て
学
生

は
大
変
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
皆
が
「
巣
立
ち
」
の
た
め
の
準
備

を
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
入
学
式
が
行
わ
れ
、
本
専
攻
で
は
四
十
六
人
の
新
入

生
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
約
半
数
が
県
外
進
学
者
と

い
う
こ
と
で
、
当
初
は
慣
れ
な
い
一
人
暮
ら
し
や
コ
ロ
ナ
禍
で

の
新
た
な
学
生
生
活
に
緊
張
や
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま

す
が
、
幸
い
に
も
対
面
授
業
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
で
ク
ラ
ス
の

ま
と
ま
り
も
生
ま
れ
、
今
で
は
皆
仲
良
く
勉
学
に
励
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
元
気
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
最
初
の
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る

前
期
試
験
（
七
月
下
旬
〜
）
を
全
員
が
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
　

　
新
学
期
を
対
面
授
業
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
の
で
き
た
二
年

次
も
、
早
い
も
の
で
前
期
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
年
次
で
は
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
の
資
格
取
得
に
向
け
た

専
門
科
目
が
増
え
、
学
修
内
容
が
高
度
化
し
て
い
ま
す
が
、
学

生
同
士
が
相
談
し
あ
い
切
磋
琢
磨
し
学
修
し
て
い
る
姿
に
微
笑

ま
し
く
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
様
々
な
制
約
の
あ
る
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
充
実
し
た
大
学
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
新
年
度
は
三
名
の
編
入
学
生
を
迎
え
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
講
義
や
実
験
・
実
習
の
他
に
、
就
職
活
動
や
管
理
栄
養
士

国
家
試
験
に
向
け
た
各
対
策
セ
ミ
ナ
ー
も
新
た
な
科
目
と
し
て

加
わ
り
ま
し
た
。
実
際
の
国
家
試
験
で
は
体
力
と
集
中
力
が
必

要
で
す
。
忙
し
い
日
々
の
な
か
で
も
積
極
的
な
学
修
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
六
月
よ
り
学
外
実
習
も

始
ま
り
、
当
該
学
生
は
そ
の
準
備
や
課
題
な
ど
に
励
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
験
が
大
き
な
成
長
に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
と

心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
の
四
年
生
は
、
就
職
活
動
の
た
め
の
証
明

書
の
発
行
が
増
え
ま
し
た
。
学
生
の
希
望
と
就
職
先
が
合
致
す

る
よ
う
大
学
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
給
食
管
理
」、

「
臨
床
栄
養
」、「
公
衆
栄
養
」
の
校
外
実
習
が
、
六
月
か
ら
十
月

ま
で
の
間
、
一
週
間
ず
つ
行
わ
れ
る
た
め
、
実
習
担
当
の
教
員

を
訪
れ
る
学
生
を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
就
活
と
実
習
で
大
変
忙
し
い
前
期
で
す
が
、
健
康
管
理
に
十

分
配
慮
し
て
学
生
最
後
の
夏
休
み
を
迎
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
今
年
度
は
入
学
式
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
安
心
し
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す

る
不
安
は
拭
い
切
れ
ず
大
学
生
活
を
送
り
始
め
た
学
生
が
ほ
と

ん
ど
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
自
粛
状

態
で
本
来
の
大
学
生
活
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
授
業
を
通
し
て

学
生
の
学
び
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
、
ま

た
こ
の
よ
う
な
状
況
で
の
対
応
力
の
早
さ
に
感
心
し
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
四
年
間
で
様
々
な
人
と
の
繋
が
り
を
築
き
、
美
術
を
通

し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
を
お
借
り
し
て
、
二
人
の
「
相
棒
」
に
つ
い
て
も

う
一
人
の
担
任
か
ら
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
十
二
年
間
、
本
学
に
尽
く
さ
れ
た
大
堀
恵
子
先
生
が
今
年

三
月
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
そ
の
最
後
の
年

に
担
任
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
渦
中
の
道
標
役
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
姿
か
ら
多
く
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
大
先
輩
か
ら
バ
ト
ン
を
託
さ
れ
た
の
が
、
東
京
藝
大
に

て
博
士
号
を
取
得
さ
れ
て
間
も
な
い
伊
勢
周
平
先
生
で
す
。
私

に
と
っ
て
、
彼
は
美
術
界
の
S
h
o
h
e
i 

O
h
t
a
n
i
で

す
。
全
て
に
規
格
外
に
素
晴
ら
し
い
次
世
代
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
が

本
学
で
育
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
異
動
に
よ
る
寂
し
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
が
交
錯
す
る
二
年
生
の
前

半
が
佳
境
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
生
活
も
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ
、
四
月
か
ら
コ
ー
ス
毎

に
分
か
れ
て
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
卒
業
制
作
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
専
門
知
識
の
習
得
と
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
日
々

制
作
に
取
り
組
む
姿
が
み
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
大
学
院
等
へ

の
進
学
や
就
職
活
動
に
も
意
識
を
向
け
て
い
く
時
期
と
な
り
ま

す
。
夏
季
休
業
中
に
開
催
さ
れ
る
就
活
対
策
講
座
な
ど
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
将
来
の
可
能
性
を
自
分
自
身
の
目
で
見
つ
け

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
四
年
次
が
始
ま
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
昨
年
度
末
か
ら

慌
た
だ
し
く
就
職
活
動
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
作
成
、
就
職
試
験
の
準
備
や
エ
ン
ト
リ
ー
な
ど
、

四
月
か
ら
は
大
学
四
年
間
の
学
修
の
集
大
成
と
な
る
卒
業
制
作

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
職
免
許
取
得
へ
向
け
た
実

習
を
頑
張
っ
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
十
分

に
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
社
会
に
向
け
た
自
立
の
た
め
の
経
験

を
積
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
す
る
道
へ
進
め
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

　
充
実
し
た
学
生
生
活
と
栄
養
士
の
免
許
取
得
を
目
指
し
て
、

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
三
十
六
名
が
入
学
し
ま
し
た
。
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
講
義
、
実
習
な
ど
に
、
初
め
の
う
ち
は
戸
惑
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
が
、
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に
徐
々

に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど

の
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
汗
を
流
し
、
前
期
試
験
に
向
け
て
の

勉
強
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
皆
と
協
力
し
、
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
有
意
義
な
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
で
は
就
職
活
動
や
校
外
実
習
が
始
ま
り
、
忙
し
い
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
進
学
で
あ
っ

た
た
め
、
入
学
式
を
は
じ
め
学
内
行
事
の
多
く
が
中
止
に
な
る

な
ど
、
本
来
の
学
生
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ず
に
今
に
至
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
皆
で
協
力
し
、
実
習

や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
立
派
に
や
り
遂
げ
、
こ
の
一
年
で

大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
彼
ら
に
、
残
り
少
な
い
学
生

生
活
を
謳
歌
で
き
る
日
が
一
日
も
早
く
戻
っ
て
く
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
こ
の
四
月
、
子
ど
も
生
活
専
攻
第
十
七
期
生
は
、
三
十
四
名

で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
入
学
当
初
は
、
不
安
や
戸
惑
い

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
は
元
気
一
杯
勉
学
等
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
十
月
の
大
学
祭

に
向
け
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
ク
ラ
ス
全
員
で
準

備
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
皆
で
協
力
し
話
し
合
い
、
よ
り
よ

い
も
の
を
創
り
出
そ
う
と
す
る
姿
は
、
未
来
の
保
育
者
と
し
て

の
期
待
が
ふ
く
ら
む
ば
か
り
で
す
。

　
短
大
の
二
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
中
で
、
同
じ
志
を
も
つ
仲
間
同
士
が
、
深
く
学
び
あ
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
本
実
習
に
向
け
て
の
準
備
の
た
め
に
、
四
月
か
ら

慌
た
だ
し
く
学
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
五
月
二
十

四
日
か
ら
、
初
め
て
の
実
習
で
あ
る
保
育
所
実
習
Ⅰ
が
、
六
月

二
十
一
日
か
ら
は
保
育
所
実
習
Ⅱ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
夜
遅
く

ま
で
指
導
案
や
実
習
日
誌
と
格
闘
し
て
体
調
不
良
に
な
っ
た
学

生
も
出
ま
し
た
が
、
無
事
に
実
習
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
七
月
十
九
日
か
ら
は
、
児
童
養
護
施
設
や
障
害
者

支
援
施
設
な
ど
で
行
わ
れ
る
施
設
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

の
二
年
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
施
設
見
学
実
習
に
行
っ
て
い
な
い

の
で
、
全
く
勝
手
の
分
か
ら
な
い
所
で
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
充
実
し
た
実
習
に
な

る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
願
う
次
第
で
す
。
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大
学
服
飾
文
化
専
攻

　1
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　2
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　4
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　3
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　2
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　1
年

大
学
美
術
表
現
学
科

　1
年

大
学
美
術
表
現
学
科

　2
年

大
学
美
術
表
現
学
科

　3
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻

　1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　3
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻

　2
年

ク
ラ
ス
だ
よ
り

（
令
和
三
年
度 

前
期
）
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　六
月
に
「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
を
虹
の
丘
児
童
セ
ン
タ
ー

の
要
請
に
応
え
て
大
学
と
の
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
の

親
子
八
組
二
十
二
名
と
児
童
セ
ン
タ
ー
職
員
二
名
が
参
加
、
健

康
栄
養
学
専
攻
一
年
生
三
十
名
、
担
任
教
員
二
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
学
生
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

予
防
対
策
と
し
て
行
事
の
前
後
二
週
間
の
検
温
と
行
動
記
録
の

提
出
、
衛
生
検
査
も
行
い
、
密
に
な
ら
な
い
人
員
配
置
を
心
が

け
ま
し
た
。

　六
月
末
に
行
わ
れ
る
夏
越
の
祓
は
、
神
社
な
ど
で
大
き
な
茅

の
輪
（
ち
の
わ
）
を
く
ぐ
り
な
が
ら
無
病
息
災
を
願
い
、
半
年

間
の
穢
を
払
う
日
本
の
行
事
で
す
。
小
豆
入
り
雑
穀
ご
は
ん
の

上
に
茅
の
輪
の
天
ぷ
ら
を
の
せ
た
お
弁
当
を
考
案
。「
し
そ
巻
」

を
親
子
で
作
り
、
天
ぷ
ら
や
和
菓
子
は
学
生
が
調
理
し
て
お
弁

当
が
完
成
し
、
各
自
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
語
源
は
自
由
意
志
と
い
う
意
味
を
持
つ
ラ

テ
ン
語
の
（
v
o
l
u
n
t
a
r
e
）
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
地
域
活
動
も
制
限
さ

れ
て
い
る
中
、「
自
由
に
自
分
の
意
思
で
行
動
す
る
」
と
い
う
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
唯
一
、
命
に
直
結
す

る
子
ど
も
食
堂
だ
け
は
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
く

れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、「
食
」
と
「
子
ど
も
」
に
大
き
く
関
わ

る
本
学
の
健
康
栄
養
学
・
食
物
栄
養
学
・
子
ど
も
生
活
専
攻
の
一

年
生
の
有
志
が
ま
ず
は
塩
竈
市
内
の
子
ど
も
食
堂
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も

地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
学
び
を
生
か
し
、

社
会
貢
献
し
よ
う
と
す
る
学
生
た
ち
の
若
き
力
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

　障
害
が
あ
る
こ
と
で
障
害
の
な
い
人
た
ち
と
は
違
う
扱
い
を

受
け
て
困
っ
た
、
自
分
の
障
害
に
合
っ
た
必
要
な
工
夫
や
や
り

方
を
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
人
た
ち
の
声
を
受
け
て
、

平
成
二
十
五
年
に
障
害
者
差
別
解
消
法
が
成
立
し
、
今
年
の
五

月
に
改
正
案
が
成
立
し
ま
し
た
。
大
学
に
お
い
て
、「
障
害
者
に

対
す
る
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
」
と
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

が
法
的
義
務
と
な
り
ま
し
た
。
障
害
の
こ
と
で
悩
ん
だ
り
困
っ

て
い
る
方
は
、
遠
慮
な
く
学
生
相
談
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　最
近
、
障
害
に
つ
い
て
理
解
の
な
い
言
動
に
傷
つ
い
た
と
い

う
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
様
に
は
、
障
害
の

こ
と
に
限
ら
ず
、
自
分
の
言
動
が
相
手
を
傷
つ
け
て
は
い
な
い

か
等
、
今
一
度
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
思
い
や

り
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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地
域
連
携
事
業  

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

「
親
子
で
日
本
の
文
化
に
親
し
も
う

―

夏
越
の
祓
ご
は
ん
弁
当
を
つ
く
ろ
う―

」

地
域
連
携
事
業

子
ど
も
食
堂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

夢
へ
の一歩
を

障
が
い
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

人
事
異
動

大
学
　
美
術
表
現
学
科
　
教
授

鈴
木 

専

【専
門
分
野
】メ
デ
ィ
ア
芸
術

【主
な
担
当
科
目
】メ
デ
ィ
ア
芸
術
基
礎
Ⅰ・
Ⅱ
、

絵
画
基
礎
Ⅰ・
Ⅱ
、ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
Ⅰ
〜
Ⅳ
、

卒
業
研
究
Ⅰ・
Ⅱ

　も
う
ず
い
ぶ
ん
昔
の
話
。西
池
袋
・
す
い
ど
ー
ば
た
美
術
学
院

の
浪
人
生
だ
っ
た
頃
、デ
ッ
サ
ン
や
油
画
や
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
描
く
際
に
い
つ
も
決
ま
っ
て
頭
に
浮
か
ぶ
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
。そ
れ
は「
こ
う
し
て
絵
を
描
い
て
い
る
最
中
も
、自
分

も
宇
宙
の
時
間
も
実
は
度
々
止
ま
っ
て
い
て
、そ
の
止
ま
っ
て

い
る
間
は
自
分
と
宇
宙
は
ど
ろ
ど
ろ
に
溶
ろ
け
て
い
る
、時
間

が
再
び
動
き
始
め
る
と
瞬
時
に
い
ろ
ん
な
も
の
が
元
に
戻
っ

て
、た
と
え
十
万
年
ぶ
ん
止
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、な
ー
ん
に

も
気
づ
か
ず
こ
の
絵
の
つ
づ
き
を
こ
こ
で
描
い
て
い
る
＝
こ
れ

現
在
な
の
か
も
？
」と
い
う
も
の
。

　大
学
時
代
は
、一
昨
日
や
昨
日
の
自
分
が
残
し
た
油
絵
具
の

筆
致
の
上
に
、今
日
や
明
日
や
明
後
日
の
筆
致
を
重
ね
て
ゆ
く

の
が
楽
し
か
っ
た
。絵
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
よ
り
も
、画
面

の
中
で
時
間
が
重
な
っ
て
ゆ
く
様
を
見
な
が
ら
制
作
す
る
の
が

好
き
で
し
た
。

　そ
し
て
現
在
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
い
る
私
。強
引
な

解
釈
で
す
が
、レ
イ
ヤ
ー
の
重
な
り（
絵
具
層
）を
主
に
正
面
か

ら
観
る
と
絵
画
一
つ
一
つ
の
レ
イ
ヤ
ー
を
剥
が
し
て
時
間
軸
順

に
並
べ
て
再
生
す
る
と
ア
ニ
メ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？
と

思
っ
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
紙
に
鉛
筆
や
ペ
ン
で
絵
を
描
き
、

時
に
は
調
子
を
加
え
、背
景
の
描
画
に
は
ガ
ッ
シ
ュ
や
墨
を
用

い
、そ
の
原
稿
を
P
C
に
突
っ
込
み
、デ
ジ
タ
ル
工
程
を
経
て
、

ア
ニ
メ
は
や
っ
と
動
き
始
め
ま
す
。そ
う
、ず
い
ぶ
ん
昔
に
妄
想

し
て
い
た
あ
の
ど
ろ
ど
ろ
に
溶
け
て
い
た
時
間
の
枠
で
、現
在

私
は
作
品
を
作
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。作
品
の
新
し
い
時

間
が
、そ
の
混
沌
か
ら
少
し
ず
つ
滲
み
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

短
大
　
生
活
文
化
学
科
　
准
教
授

岡
崎
善
治

【専
門
分
野
】教
育
学
・
保
育
学

【主
な
担
当
科
目
】保
育
者
論
、

教
育
・
保
育
方
法
論
、特
別
支
援
教
育
、

保
育
内
容（
環
境
Ⅱ
）、保
育
・
教
職
実
践
演
習

　私
の
現
在
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、保
育
の
歴
史
と
保
育
者

の
あ
り
方
、保
育
の
方
法
と
保
育
実
践
、折
り
紙
製
作
の
指
導

方
法
の
三
つ
で
す
。元
々
私
は
保
育
者
で
す
が
、社
会
人
と
し

て
初
め
て
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
の
が
幼
稚
園
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、現
在
右
肩
下
が
り
で
減
少
し
続
け
て
い
る
幼
稚
園
の

現
状
か
ら
、保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
と
い
っ
た
保
育
施
設
に

関
わ
る
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
関
心
を
寄
せ
て
い
ま

す
。　我

が
国
の
縦
割
り
行
政
の
中
で
制
度
化
さ
れ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
保
育
の
歴
史
に
お
い
て
、小
学
校
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も
を
育
て
る
保
育
施
設
と
、そ
こ
で
働
く
幼
稚
園
教

諭
・
保
育
士
・
保
育
教
諭
と
呼
ば
れ
る
保
育
者
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
、現
在
の
子
ど
も
の
姿
か
ら
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、実
際
の
保
育
に
つ
い
て
も
、子
ど

も
た
ち
と
の
日
常
の
生
活
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
様
々
な
活
動
の

中
で
の
保
育
の
営
み
を
通
じ
て
、子
ど
も
の
健
全
な
発
達
や
成

長
を
支
え
る
保
育
者
の
保
育
の
方
法
に
つ
い
て
も
一
様
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、そ
の
あ
り
様
に
つ
い
て
も
検
討
中
で
す
。

　我
が
国
に
お
け
る
保
育
史
の
始
期
と
も
い
え
る
明
治
期
で
の

形
式
的
な
保
育
か
ら
現
在
の
保
育
に
至
る
ま
で
の
時
代
の
流
れ

の
中
で
、折
り
紙
製
作
は
明
治
期
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

保
育
活
動
の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、そ
の
あ
り
様
は
現
在
に

至
っ
て
も
そ
う
形
を
変
え
な
い
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
子
ど
も
の
姿
か
ら
見
え
て
く
る
指
導
方
法
・
指
導
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、他
の
保
育
実
践
を
含
め
、保
育
現
場
で
生
き

る
実
践
研
究
を
今
後
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

短
大
　
生
活
文
化
学
科 

　
講
師

高
橋 

恵
美

【専
門
分
野
】幼
児
教
育
・
保
育

【主
な
担
当
科
目
】保
育
の
実
技
と
演
習
、

保
育
内
容
の
指
導
法
、保
育
内
容
総
論
、

保
育
内
容（
環
境
）、保
育
の
計
画
と
評
価
、

保
育
・
教
育
実
践
演
習
、保
育
実
習
指
導
Ⅰ

　幼
稚
園
や
保
育
所
で
保
育
者
と
し
て
勤
務
す
る
中
で
、子
ど

も
と
親
密
性
を
生
成
す
る
手
あ
そ
び
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

日
常
の
保
育
の
中
で
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
が
研
究

の
始
ま
り
で
す
。保
育
現
場
で
、多
く
の
実
習
生
を
指
導
し
て
い

く
中
で
、子
ど
も
の
前
で
は
自
身
の
表
現
に
精
一
杯
に
な
っ
て

い
る
実
習
生
の
姿
か
ら
、保
育
者
養
成
課
程
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
も
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら「
表
現
遊
び
」の

研
究
へ
取
り
組
む
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。

　子
ど
も
の「
表
現
す
る
力
」を
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、温
か

く
く
つ
ろ
げ
る
場
の
雰
囲
気
と
保
育
者
の
許
容
的
・
奨
励
的
な

態
度
が
必
要
で
す
。保
育
者
が
手
本
と
な
っ
て
遊
び
を
始
め
た

と
し
て
も
、保
育
者
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、子
ど
も
の
自
発
性

を
持
っ
た
遊
び
と
な
り
、双
方
向
の
展
開
へ
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。こ
の
よ
う
に
循
環
し
て
い
く
遊
び
の
経
験
が
心
を
動
か
し
、

子
ど
も
の
自
発
性
や
主
体
的
な
力
を
培
っ
て
い
く
の
で
す
。

　子
ど
も
の
豊
か
な
表
現
を
涵
養
す
る
保
育
者
の
育
成
に
は
、

知
識
や
技
術
の
習
得
に
留
ま
ら
ず
に
、知
識
や
技
術
を
駆
使
し

た
先
に
起
き
う
る
心
の
ゆ
ら
ぎ（
感
性
の
育
ち
）に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
、学
び
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。自
然
豊

か
な
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、学
生
た
ち
が
感
性
豊
か
に
仲
間

と
共
に
学
び
あ
い
、体
験
を
通
し
て
保
育
者
と
し
て
の
資
質
を

育
め
る
環
境
は
、や
が
て
保
育
の
現
場
に
出
て
実
践
す
る
上
で

と
て
も
大
切
な
基
盤
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。今
後
も
保
育

者
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
て
、学
生
た
ち
の
学
び
へ
の
一
助

と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
講
師

　伊
勢 

周
平

大
学
短
大
事
務
部
教
務
課 

主
事

　黒
澤 

宜
子

大
学
契
約
助
手

　秋
本 

ひ
か
り

大
学
副
手

　鈴
木 

美
穂

　菅
村 

明
生（
五
月
一
日
付
）

大
学
短
大
事
務
部
事
務
補
佐
員

　

　川
角 

奈
々

新
任
の
教
職
員

大
学
講
師

　大
堀 

恵
子

短
大
准
教
授

　佐
藤 

恵

大
学
契
約
助
手

　千
葉 

あ
ゆ
美

大
学
副
手

　川
角 

由

大
学
短
大
事
務
部
入
試
課
長

　遠
藤 

保
博

退
職
の
教
職
員
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　六
月
に
「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
を
虹
の
丘
児
童
セ
ン
タ
ー

の
要
請
に
応
え
て
大
学
と
の
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
の

親
子
八
組
二
十
二
名
と
児
童
セ
ン
タ
ー
職
員
二
名
が
参
加
、
健

康
栄
養
学
専
攻
一
年
生
三
十
名
、
担
任
教
員
二
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
学
生
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

予
防
対
策
と
し
て
行
事
の
前
後
二
週
間
の
検
温
と
行
動
記
録
の

提
出
、
衛
生
検
査
も
行
い
、
密
に
な
ら
な
い
人
員
配
置
を
心
が

け
ま
し
た
。

　六
月
末
に
行
わ
れ
る
夏
越
の
祓
は
、
神
社
な
ど
で
大
き
な
茅

の
輪
（
ち
の
わ
）
を
く
ぐ
り
な
が
ら
無
病
息
災
を
願
い
、
半
年

間
の
穢
を
払
う
日
本
の
行
事
で
す
。
小
豆
入
り
雑
穀
ご
は
ん
の

上
に
茅
の
輪
の
天
ぷ
ら
を
の
せ
た
お
弁
当
を
考
案
。「
し
そ
巻
」

を
親
子
で
作
り
、
天
ぷ
ら
や
和
菓
子
は
学
生
が
調
理
し
て
お
弁

当
が
完
成
し
、
各
自
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
語
源
は
自
由
意
志
と
い
う
意
味
を
持
つ
ラ

テ
ン
語
の
（
v
o
l
u
n
t
a
r
e
）
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
地
域
活
動
も
制
限
さ

れ
て
い
る
中
、「
自
由
に
自
分
の
意
思
で
行
動
す
る
」
と
い
う
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
唯
一
、
命
に
直
結
す

る
子
ど
も
食
堂
だ
け
は
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
く

れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、「
食
」
と
「
子
ど
も
」
に
大
き
く
関
わ

る
本
学
の
健
康
栄
養
学
・
食
物
栄
養
学
・
子
ど
も
生
活
専
攻
の
一

年
生
の
有
志
が
ま
ず
は
塩
竈
市
内
の
子
ど
も
食
堂
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も

地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
学
び
を
生
か
し
、

社
会
貢
献
し
よ
う
と
す
る
学
生
た
ち
の
若
き
力
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

　障
害
が
あ
る
こ
と
で
障
害
の
な
い
人
た
ち
と
は
違
う
扱
い
を

受
け
て
困
っ
た
、
自
分
の
障
害
に
合
っ
た
必
要
な
工
夫
や
や
り

方
を
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
人
た
ち
の
声
を
受
け
て
、

平
成
二
十
五
年
に
障
害
者
差
別
解
消
法
が
成
立
し
、
今
年
の
五

月
に
改
正
案
が
成
立
し
ま
し
た
。
大
学
に
お
い
て
、「
障
害
者
に

対
す
る
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
」
と
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

が
法
的
義
務
と
な
り
ま
し
た
。
障
害
の
こ
と
で
悩
ん
だ
り
困
っ

て
い
る
方
は
、
遠
慮
な
く
学
生
相
談
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　最
近
、
障
害
に
つ
い
て
理
解
の
な
い
言
動
に
傷
つ
い
た
と
い

う
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
様
に
は
、
障
害
の

こ
と
に
限
ら
ず
、
自
分
の
言
動
が
相
手
を
傷
つ
け
て
は
い
な
い

か
等
、
今
一
度
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
思
い
や

り
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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地
域
連
携
事
業  

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

「
親
子
で
日
本
の
文
化
に
親
し
も
う

―
夏
越
の
祓
ご
は
ん
弁
当
を
つ
く
ろ
う―

」

地
域
連
携
事
業

子
ど
も
食
堂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

夢
へ
の一歩
を

障
が
い
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

人
事
異
動

大
学
　
美
術
表
現
学
科
　
教
授

鈴
木 

専

【専
門
分
野
】メ
デ
ィ
ア
芸
術

【主
な
担
当
科
目
】メ
デ
ィ
ア
芸
術
基
礎
Ⅰ・
Ⅱ
、

絵
画
基
礎
Ⅰ・
Ⅱ
、ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
Ⅰ
〜
Ⅳ
、

卒
業
研
究
Ⅰ・
Ⅱ

　も
う
ず
い
ぶ
ん
昔
の
話
。西
池
袋
・
す
い
ど
ー
ば
た
美
術
学
院

の
浪
人
生
だ
っ
た
頃
、デ
ッ
サ
ン
や
油
画
や
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
描
く
際
に
い
つ
も
決
ま
っ
て
頭
に
浮
か
ぶ
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
。そ
れ
は「
こ
う
し
て
絵
を
描
い
て
い
る
最
中
も
、自
分

も
宇
宙
の
時
間
も
実
は
度
々
止
ま
っ
て
い
て
、そ
の
止
ま
っ
て

い
る
間
は
自
分
と
宇
宙
は
ど
ろ
ど
ろ
に
溶
ろ
け
て
い
る
、時
間

が
再
び
動
き
始
め
る
と
瞬
時
に
い
ろ
ん
な
も
の
が
元
に
戻
っ

て
、た
と
え
十
万
年
ぶ
ん
止
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、な
ー
ん
に

も
気
づ
か
ず
こ
の
絵
の
つ
づ
き
を
こ
こ
で
描
い
て
い
る
＝
こ
れ

現
在
な
の
か
も
？
」と
い
う
も
の
。

　大
学
時
代
は
、一
昨
日
や
昨
日
の
自
分
が
残
し
た
油
絵
具
の

筆
致
の
上
に
、今
日
や
明
日
や
明
後
日
の
筆
致
を
重
ね
て
ゆ
く

の
が
楽
し
か
っ
た
。絵
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
よ
り
も
、画
面

の
中
で
時
間
が
重
な
っ
て
ゆ
く
様
を
見
な
が
ら
制
作
す
る
の
が

好
き
で
し
た
。

　そ
し
て
現
在
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
い
る
私
。強
引
な

解
釈
で
す
が
、レ
イ
ヤ
ー
の
重
な
り（
絵
具
層
）を
主
に
正
面
か

ら
観
る
と
絵
画
一
つ
一
つ
の
レ
イ
ヤ
ー
を
剥
が
し
て
時
間
軸
順

に
並
べ
て
再
生
す
る
と
ア
ニ
メ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？
と

思
っ
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
紙
に
鉛
筆
や
ペ
ン
で
絵
を
描
き
、

時
に
は
調
子
を
加
え
、背
景
の
描
画
に
は
ガ
ッ
シ
ュ
や
墨
を
用

い
、そ
の
原
稿
を
P
C
に
突
っ
込
み
、デ
ジ
タ
ル
工
程
を
経
て
、

ア
ニ
メ
は
や
っ
と
動
き
始
め
ま
す
。そ
う
、ず
い
ぶ
ん
昔
に
妄
想

し
て
い
た
あ
の
ど
ろ
ど
ろ
に
溶
け
て
い
た
時
間
の
枠
で
、現
在

私
は
作
品
を
作
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。作
品
の
新
し
い
時

間
が
、そ
の
混
沌
か
ら
少
し
ず
つ
滲
み
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

短
大
　
生
活
文
化
学
科
　
准
教
授

岡
崎
善
治

【専
門
分
野
】教
育
学
・
保
育
学

【主
な
担
当
科
目
】保
育
者
論
、

教
育
・
保
育
方
法
論
、特
別
支
援
教
育
、

保
育
内
容（
環
境
Ⅱ
）、保
育
・
教
職
実
践
演
習

　私
の
現
在
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、保
育
の
歴
史
と
保
育
者

の
あ
り
方
、保
育
の
方
法
と
保
育
実
践
、折
り
紙
製
作
の
指
導

方
法
の
三
つ
で
す
。元
々
私
は
保
育
者
で
す
が
、社
会
人
と
し

て
初
め
て
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
の
が
幼
稚
園
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、現
在
右
肩
下
が
り
で
減
少
し
続
け
て
い
る
幼
稚
園
の

現
状
か
ら
、保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
と
い
っ
た
保
育
施
設
に

関
わ
る
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
関
心
を
寄
せ
て
い
ま

す
。　我

が
国
の
縦
割
り
行
政
の
中
で
制
度
化
さ
れ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
保
育
の
歴
史
に
お
い
て
、小
学
校
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も
を
育
て
る
保
育
施
設
と
、そ
こ
で
働
く
幼
稚
園
教

諭
・
保
育
士
・
保
育
教
諭
と
呼
ば
れ
る
保
育
者
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
、現
在
の
子
ど
も
の
姿
か
ら
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、実
際
の
保
育
に
つ
い
て
も
、子
ど

も
た
ち
と
の
日
常
の
生
活
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
様
々
な
活
動
の

中
で
の
保
育
の
営
み
を
通
じ
て
、子
ど
も
の
健
全
な
発
達
や
成

長
を
支
え
る
保
育
者
の
保
育
の
方
法
に
つ
い
て
も
一
様
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、そ
の
あ
り
様
に
つ
い
て
も
検
討
中
で
す
。

　我
が
国
に
お
け
る
保
育
史
の
始
期
と
も
い
え
る
明
治
期
で
の

形
式
的
な
保
育
か
ら
現
在
の
保
育
に
至
る
ま
で
の
時
代
の
流
れ

の
中
で
、折
り
紙
製
作
は
明
治
期
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

保
育
活
動
の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、そ
の
あ
り
様
は
現
在
に

至
っ
て
も
そ
う
形
を
変
え
な
い
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
子
ど
も
の
姿
か
ら
見
え
て
く
る
指
導
方
法
・
指
導
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、他
の
保
育
実
践
を
含
め
、保
育
現
場
で
生
き

る
実
践
研
究
を
今
後
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

短
大
　
生
活
文
化
学
科 

　
講
師

高
橋 

恵
美

【専
門
分
野
】幼
児
教
育
・
保
育

【主
な
担
当
科
目
】保
育
の
実
技
と
演
習
、

保
育
内
容
の
指
導
法
、保
育
内
容
総
論
、

保
育
内
容（
環
境
）、保
育
の
計
画
と
評
価
、

保
育
・
教
育
実
践
演
習
、保
育
実
習
指
導
Ⅰ

　幼
稚
園
や
保
育
所
で
保
育
者
と
し
て
勤
務
す
る
中
で
、子
ど

も
と
親
密
性
を
生
成
す
る
手
あ
そ
び
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

日
常
の
保
育
の
中
で
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
が
研
究

の
始
ま
り
で
す
。保
育
現
場
で
、多
く
の
実
習
生
を
指
導
し
て
い

く
中
で
、子
ど
も
の
前
で
は
自
身
の
表
現
に
精
一
杯
に
な
っ
て

い
る
実
習
生
の
姿
か
ら
、保
育
者
養
成
課
程
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
も
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら「
表
現
遊
び
」の

研
究
へ
取
り
組
む
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。

　子
ど
も
の「
表
現
す
る
力
」を
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、温
か

く
く
つ
ろ
げ
る
場
の
雰
囲
気
と
保
育
者
の
許
容
的
・
奨
励
的
な

態
度
が
必
要
で
す
。保
育
者
が
手
本
と
な
っ
て
遊
び
を
始
め
た

と
し
て
も
、保
育
者
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、子
ど
も
の
自
発
性

を
持
っ
た
遊
び
と
な
り
、双
方
向
の
展
開
へ
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。こ
の
よ
う
に
循
環
し
て
い
く
遊
び
の
経
験
が
心
を
動
か
し
、

子
ど
も
の
自
発
性
や
主
体
的
な
力
を
培
っ
て
い
く
の
で
す
。

　子
ど
も
の
豊
か
な
表
現
を
涵
養
す
る
保
育
者
の
育
成
に
は
、

知
識
や
技
術
の
習
得
に
留
ま
ら
ず
に
、知
識
や
技
術
を
駆
使
し

た
先
に
起
き
う
る
心
の
ゆ
ら
ぎ（
感
性
の
育
ち
）に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
、学
び
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。自
然
豊

か
な
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、学
生
た
ち
が
感
性
豊
か
に
仲
間

と
共
に
学
び
あ
い
、体
験
を
通
し
て
保
育
者
と
し
て
の
資
質
を

育
め
る
環
境
は
、や
が
て
保
育
の
現
場
に
出
て
実
践
す
る
上
で

と
て
も
大
切
な
基
盤
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。今
後
も
保
育

者
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
て
、学
生
た
ち
の
学
び
へ
の
一
助

と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
講
師

　伊
勢 

周
平

大
学
短
大
事
務
部
教
務
課 

主
事

　黒
澤 

宜
子

大
学
契
約
助
手

　秋
本 

ひ
か
り

大
学
副
手

　鈴
木 

美
穂

　菅
村 

明
生（
五
月
一
日
付
）

大
学
短
大
事
務
部
事
務
補
佐
員

　

　川
角 

奈
々

新
任
の
教
職
員

大
学
講
師

　大
堀 

恵
子

短
大
准
教
授

　佐
藤 

恵

大
学
契
約
助
手

　千
葉 

あ
ゆ
美

大
学
副
手

　川
角 

由

大
学
短
大
事
務
部
入
試
課
長

　遠
藤 

保
博

退
職
の
教
職
員
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お金の使い方・消費トラブルの被害防止等について、
具体的な例を交えながらわかりやすくお話ししていた
だきました。

栄養士実力認定試験・成績優秀者表彰
栄養士実力認定試験で課程別（短期大学）全国順位19位を
獲得した短大食物栄養学専攻の佐藤夕起子さんが、3月15
日の卒業式で学内表彰を受けました。

三
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
急

激
に
増
え
、宮
城
県
、仙
台
市
独
自
の
「
緊
急
事
態

宣
言
」が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、「
蔓
延
防
止

等
重
点
措
置
」も
加
わ
り
、入
学
式
の
挙
行
は
危
ぶ

ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。去
年
は
急
遽
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、今
年
四
月
四
日
の
入
学
式
は
、時
間
短
縮
、

そ
し
て
短
期
大
学
部
が
午
前
中
、大
学
が
午
後
に
と

二
部
構
成
と
な
り
、無
事
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。大
変

喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
な
が
ら
、式
辞
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
に
は
春
夏
秋
冬
と
季
節
が
あ
り
、一
年
の

間
に
、芽
を
吹
き
、花
を
咲
か
せ
、実
を
た
わ
ま
せ
、

枯
れ
る
と
い
う
「
植
物
の
命
の
循
環
と
再
生
」に
、

こ
と
の
ほ
か
わ
た
し
た
ち
は
思
い
入
れ
が
強
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
日
本
人
の
浮
世

絵
を
鑑
賞
し
て
、後
期
印
象
派
の
画
家
フ
ァ
ン
・

ゴ
ッ
ホ
は
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
芸
術
を
研
究
し
て
み
る
と
、明
ら
か
に

賢
者
で
あ
り
、哲
学
者
で
あ
り
、知
者
で
あ
る
人

物
に
出
会
う
。か
れ
は
ど
の
よ
う
に
生
涯
を
す
ご

す
の
だ
ろ
う
か
。…
…

　か
れ
は
た
だ
一
茎
の
草

の
芽
生
え
を
研
究
し
て
い
る
の
だ
。と
こ
ろ
が
こ

の
草
の
芽
が
か
れ
に
、
あ
ら
ゆ
る
類
い
の
植
物
、

つ
ぎ
に
は
季
節
、田
園
の
広
々
し
た
景
色
、そ
し

て
動
物
を
、人
間
の
顔
を
描
か
し
め
る
の
だ
。こ

の
よ
う
に
し
て
か
れ
は
生
涯
を
暮
ら
す
が
、す
べ

て
を
な
し
と
げ
る
べ
く
人
生
は
余
り
に
短
い
。い

い
か
ね
、か
れ
ら
自
身
が
花
で
あ
る
か
の
よ
う

に
、自
然
の
中
に
生
き
る
、か
く
も
素
朴
な
日
本

人
が
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
も
の
こ
そ
、ほ
ん
と
う

の
宗
教
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。…
…
」

芽
生
え
そ
の
も
の
に
対
し
て
の
日
本
人
の
祈

り
の
感
情
さ
え
も
、
ゴ
ッ
ホ
は
感
じ
と
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。草
木
や
山
川
な
ど
を
も
含
む

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
自
然
の
姿
の
な
か
に
も
祈
り

の
本
質
が
あ
る
と
す
る
、平
安
時
代
の
「
草
木

國
土
悉
皆
成
佛
」
が
脈
々
と
今
日
ま
で
伝
え
ら

れ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
祈
り
の

感
情
は
、本
学
学
生
た
ち
に
も
、遺
伝
子
レ
ベ
ル

で
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

見
た
目
に
は
華
や
か
な
桜
も
よ
い
け
れ
ど
、

雪
の
下
で
力
強
く
芽
生
え
て
い
る
若
草
に
春

の
息
吹
を
感
じ
取
る
と
い
う
、藤
原
家
隆
の
和

歌
「
花
を
の
み

　待
つ
ら
ん
人
に

　山
里
の

　雪
間
の
草
の
春
を
見
せ
ば
や
」
を
掲
げ
ま

す
。学
生
た
ち
と
接
す
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
、「
雪
間
の
草
」
そ
の
も
の
の
よ
う

に
、力
強
く
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、自
分
を

信
頼
し
未
来
を
確
信
す
る
姿
を
、頼
も
し
く

感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

学長   佐藤一郎
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部

広報

「雪間の草」

T O H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  

U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E第19号
令和3年度 前期

7月16日（金）に美術表現学科の立花布美子先生と
学生が親子で参加する講座を行いました。親子で協
力しながら粘土をのばしました。スタンプを押してお皿
の完成です。

4月4日(日)に行われた令和3年度「入学式」。短大と大学とで時間をずらし、規模縮小・時間短縮の形式で挙行いたしました。

PHOTO ALBUM
（令和3年度 前期）

このロゴマークは、本学の理念・目標を表現し、広く学内外にアピールするために、大学創立50周年を契機に作
成し、平成22年4月1日に制定されました。東北生活文化大学・同短期大学部の英語表記の頭文字「ＴＳＢ」をモ
チーフにし、人を結び繋ぐことがイメージされています。「広報ＴＳＢ」も、保護者と大学とを結ぶ懸け橋となることを
願って命名しました。

［ 表紙写真 ］フィンセント・ファン・ゴッホ「花咲く梅の木」

広報TSB 第19号
［ 発行 ］ 令和3年（2021年） 8月1日
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部
〒981-8585 仙台市泉区虹の丘1丁目18番地の2
TEL 022-272-7520　FAX 022-301-5602
ホームページ  https://www.mishima.ac.jp/tsb/
Facebook  https://www.facebook.com/mishima.tsb
Twitter  https://twitter.com/mishima_tsb

 昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言の影響で、従来型の対面式の選考活動がストップし、企業側と学
生側が一時は大混乱に陥りました。しかし、ZoomやMicrosoft Teams等のWEB会議用アプリケーションがあっという間に
普及し、ＷＥＢを活用した採用選考活動が一般化していきました。
　今年度は、さらに採用選考活動のＷＥＢ化が一層進み、面接やＳＰＩ等の試験に加え、インターンシップ、グループディスカッション
等もＷＥＢ化しています。万一、新型コロナウイルスの感染が拡大しても採用選考活動はストップせずに継続するものと
思われます。
　この様な中、一番の課題は、学内にＷＩ-ＦＩ・パソコン等の通信環境が整ったWEB面接ができる部屋を用意して学生を支援
することでした。現在は、一部屋ですが準備ができ撮影用のスポットライト等も設置して学生の表情を明るく見せられるような工夫
もしました。この部屋を希望する学生には、1回につき1時間から1時間半を上限に貸与する支援を展開しています。学生からは
とても好評で、連日多くの学生が利用し採用内定を得ています。今後も引き続き就職支援等の質の向上を図っていく所存です。

◎ＷＥＢ（オンライン）採用選考への支援

6月25日（金）・28日（月）に行われた研修会に出席
し、登録した学生はこれから仙台市立学校に学生
サポートスタッフとして派遣されます。

7月18日（日）に開催された「サイエンスデイ2021」の体験ブース
型（オンライン）に美術学部こけし研究部が出展、m3ラボ賞と
きれいで賞を受賞しました。

入学式

短期大学部
「新入生を対象とした消費者教育出張講座」

服飾文化専攻ではブログで5月末から服飾講座（全
8回）

を配信しています。様々な観点から服飾について学ぶ
ことが

できます。（大学HPから見ることができます。）
https://www.mishima.ac.jp/tsb/category/fash

ion/

服飾講座（ブログ）

6月19日（土）に開催したオープンキャンパス。オレ
ンジ色

のTシャツを着た学生スタッフが講座を盛り上
げてく

れました！

オープンキャンパス

学生サポートスタッフ研修会

6月29日（火）のテーマは「鉄分
を食事に取り入れよう」で、ぶ

りの照り焼き、切り干し大根、
あさりと青菜のポン酢和え、ア

セロラゼリーのお弁当でした。

食物栄養学専攻「給食管理実
習Ⅱ」

のびのびくらぶ公開講座・ねんどであそぼう
伝統・創作こけし×デジタルメディア
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